










デモアプリ







御見積書
SilentSignal Tokyo開発プロジェクト

 
5～10校 実証運⽤版アプリ開発

見積番号

対象

見積区分

税込合計

推奨予算枠

消費税 10%

年間運用保守費

初年度開発費 税別

発行⽇

有効期限

納期⽬安

SST-DEV-2026-001

Silent Signal Tokyo - 沈黙格差レーダー

概算⾒積 / 税別・税込併記

2026年6⽉11⽇

発⾏⽇より30⽇

契約後 7〜9か⽉

10,770,000円

税別 3,000万円〜4,500万円 / 年

107,730,000円

118,500,000円

税別 8,700万円〜1.32億円 / 中心値 約1.08億円

⾒積の要点: 画⾯を作るだけなら数百万円規模でも可能ですが、未成年の学校⽣活データ、支援記録、同意、
監査ログ、5〜10校の実証導入まで含めると、初年度の現実的な開発費は約1.08億円です。

本⾒積は、Base44デモを本番アプリへ発展させ、学校⽣活データを安全に取り込み、AIが⼩さな変化を支援サインとして
提⽰し、教員・スクールカウンセラー等の⼤人が確認して支援につなぐWebアプリを対象とします。AI単独判断・診断・
成績評価への利⽤は対象外です。





こども家庭庁「こどもの悩みに寄り添える社会に向けて(中間報告)」

内閣府「教員1人あたりの生徒数（公立中学校）（2024年）（全国）」

文部科学省「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査（令和6年度）」
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見えない困りごとに近づける社会へ
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